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はじめに

　考古学とは人類の製作した「モノ」から歴史を究明する学問であることは論を待たない。かつては物質

的な歴史のみに有効だと考えられていたが，現代では「モノ」から人間の精神史まで読み込むことすら可

能である。

　そうした考古学は対象とする時代を限るものではないが，原始・古代という文字史料のない時代にのみ

有効な研究であると認識された時代が長く続いた。そして，文字史料が増えるにつれて，その補助学的な

研究と位置づけられてきた。

　それが 20世紀後半に鎌倉，一乗谷朝倉氏遺跡，草戸千軒町遺跡，博多などが発掘調査され，多大な成果

を得たことにより，中世考古学という分野が確立された。さらに，高度経済成長による山をも飲み込む開

発に各地で中世城館遺跡の発掘が実施され，遺構や遺物が出土した。列島全域に分布する城館遺跡は戦国

時代を代表する遺跡であり，文字史料以上に地域の戦国史を物語る資料であることが認識された。

　こうした歴史考古学の流れから，高志書院より『戦国時代の考古学』（2003年），『中世城館の考古学』（2014

年）が編まれた。その内容は以後の中世考古学の指針となり，現在もまったく色褪せていない。

　ところが，近世になると急速に考古学の有効性が認められなくなる。たとえば文化庁が周知の遺跡とし

ての捉え方について，基本的には中世までとし，近世は地域にとって重要と位置づけられるものに限って

いる。

　その近世遺跡の評価を大きく変えたのが江戸遺跡であった。1980年代のバブル経済は東京をはじめとす

る大都市の再開発を促進した。東京では開発に伴う事前調査によって武家屋敷から町屋まで多くの発掘調

査が実施され，その結果，近世の江戸を対象とした江戸遺跡研究会が 1986年に発足した。

　江戸時代に諸大名は参勤交代制度により国許と江戸を行き来することとなる。そのため江戸藩邸には国

許からの陶磁器が持ち込まれ，国許では江戸からさまざまな物資が持ち込まれた。江戸の考古学研究は江

戸の遺跡だけではなく，各地の近世遺跡の調査によって国許と江戸の交易を明らかにした。ここに近世考

古学が確立したのである。

　近世城郭は近世遺跡の中心をなす遺跡である。しかし，近代以降の城郭観は天守閣であった。一般的に

は城イコール天守閣というイメージが強い。さらに近世城郭は建築施設（作事）という認識が大方を占め，そ

の研究は建築史が主流を担ってきた。

　ところが，軍事施設としての近世城郭は実は土木施設（普請）であった。それを最もよく示しているのが正

保城絵図である。正保元年（1644）に幕府は諸藩に命じて城絵図の作成と提出を命じた。江戸城紅葉山文庫に

収められた絵図は現在国立公文書館に 63枚が残され，重要文化財に指定されている。

　その特徴は，石垣の高さ，長さ，堀の幅と深さなど普請について詳細に記載している点である。一方の

作事は，天守や櫓は描くものの御殿などは描かれず，普請を描くことに重点を置いて作成された絵図であ
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ったことがわかる。これは江戸幕府が城郭は土木施設としての軍事施設であると認識していたことを端的

に示している。

　実は，残された近世城郭で建物を残す城跡は極めて少ない。大半の城跡は石垣や堀が残されているに過

ぎない。発掘調査によって残された石垣の基底部が明らかにされ，石垣の工法が判明した。さらには，そ

の構築技法によって近世城郭の石垣が詳細に編年できるようになった。土木施設である近世城郭の実態は

発掘調査によってようやく解明されたわけである。

　しかし，一方で近世城郭に対する考古学的な調査方法は，全国的に統一化されたものは示されていない。

それぞれの城跡ごとに調査はなされているものの，同一俎上で分析される場もまだまだ少ない。そうした

現状において全国的事例を一堂に集成することが急務となった。そこで編まれたのが本書である。

　第 1部では近世城郭を理解するために中世から近世にかけての代表的な城郭である芥川城跡・飯盛城跡，

安土城跡，豊臣期大坂城跡，小田原城跡を取り上げて論じた。

　第 2部では中世の城が同じ場所でどのように近世城郭へ改変されるのかを岡山城跡，高槻城跡，小倉城

跡，高崎城跡，躑躅ヶ崎館跡から論じ，さらに全国からの事例報告を取り上げた。

　第 3部では近世城郭の新機軸として和歌山城跡の石材，萩藩の城郭瓦，陣屋の縄張り，松前城跡の変遷

から論じ，全国的に事例を集めた。

　第 4部では城下町の設計と技術という視点から松江城下町の造成と江戸の上下水道を取り上げ，全国的

な事例報告を集成した。

　第 5部では幕末の築城についての事例を紹介した。

　さて，現代では近世城郭の研究にとって考古学的な手法は必要不可欠である。しかし，考古学からだけ

で分析することはできない。そこで，第 6部では特論として文献史の立場からと絵図研究の立場からの視

点を紹介した。

　本書だからこそ，これだけの各論と事例報告を集成できたものと自負している。今後の近世城郭の考古

学の基礎文献として長く利用されることを願ってやまない。

　　2025年 5月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中 井　均
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